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(百万円未満切捨て)
１．2022年２月期の連結業績（2021年３月１日～2022年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期 137,651 1.2 5,901 2.8 6,046 3.1 3,898 150.7

2021年２月期 136,014 7.5 5,738 33.8 5,866 33.4 1,554 △35.5
(注) 包括利益 2022年２月期 3,907百万円( 135.3％) 2021年２月期 1,661百万円(△29.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年２月期 358.64 345.91 21.8 12.6 4.4

2021年２月期 144.20 134.90 10.1 13.2 4.3
(参考) 持分法投資損益 2022年２月期 －百万円 2021年２月期 －百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年２月期 48,687 19,544 40.1 1,717.86

2021年２月期 47,207 16,261 34.3 1,490.28
(参考) 自己資本 2022年２月期 19,534百万円 2021年２月期 16,188百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年２月期 6,132 △3,274 △1,895 11,563

2021年２月期 6,800 △1,194 △702 10,600
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年２月期 － 0.00 － 45.00 45.00 488 31.2 3.1

2022年２月期 － 0.00 － 50.00 50.00 568 13.9 3.1

2023年２月期(予想) － 0.00 － 50.00 50.00 18.1

　
　

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 68,000 △2.9 2,500 △20.5 2,500 △22.2 1,500 △33.2 137.98

通 期 138,000 0.3 5,000 △15.3 5,000 △17.3 3,000 △23.1 275.95

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年２月期 11,648,917株 2021年２月期 11,648,917株

② 期末自己株式数 2022年２月期 277,606株 2021年２月期 786,306株

③ 期中平均株式数 2022年２月期 10,871,402株 2021年２月期 10,783,313株
　

発行済株式数に関する注記
　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年２月期の個別業績（2021年３月１日～2022年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期 77,014 △3.6 3,277 7.8 4,495 6.6 2,947 21.3

2021年２月期 79,910 1.5 3,041 29.4 4,217 24.0 2,429 12.1
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年２月期 271.12 261.49

2021年２月期 225.34 210.81
　

個別経営成績に関する注記
　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年２月期 39,965 18,098 45.3 1,590.71

2021年２月期 37,297 15,782 42.1 1,446.14

(参考) 自己資本 2022年２月期 18,088百万円 2021年２月期 15,708百万円
　

　

　

２．2023年２月期の個別業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 39,000 △0.7 1,700 △24.2 1,100 △26.5 101.18

通 期 78,000 1.3 3,700 △17.7 2,300 △22.0 211.56
　

業績予想に関する注記
　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「1.経営成績等
の概況(1)当期の経営成績の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症が拡大と収束を繰り返す中、緊急事態宣言

の発出やまん延防止等重点措置の実施が繰り返され、引き続き厳しい状況となりました。新たな変異ウイルスの

出現や海外における感染再拡大もあり、将来の見通しについては依然として不透明な状況が続いております。

食品スーパーマーケット業界におきましては、生活様式の変化と消費者の節約志向や外出抑制の動きを受けて

内食化傾向による食品需要が高まりましたが、購買行動における低価格志向は根強く、外食業界のテイクアウト

やデリバリーサービスの浸透等、業種・業態間を超えた競争もますます激化しております。また、貿易摩擦の激

化など不安定な国際政治動向や原油価格の高騰に起因すると考えられる、様々なコストの上昇もあり、当社グル

ープを取り巻く経営環境は予断を許さない状況であります。

このような環境の中、当社グループはこれまで通り食品スーパーマーケット事業に資源を集中し、経営方針で

ある社是「正しい商売」を徹底し、お客様の信頼と支持を獲得するために、安全・安心でお買い得な商品の提供

に努め、地域のお客様の食文化に貢献できる店舗づくりに取り組んでまいりました。

店舗開発におきましては、新規に１店舗(TAIRAYA幸手店)を出店し、不採算店舗１店舗を戦略的に閉鎖した結

果、当連結会計年度末の当社グループの店舗数は128店舗となりました。既存店舗のリニューアルにつきまして

は、お買い物がしやすい品揃えや売り場への変更を目的として、グループ全体で５店舗の店舗改装を実施いたし

ました。

店舗運営面におきましては、安全・安心、新鮮で美味しい商品の提供、地域の実勢価格を丁寧に見極め、集客

に繋がる商品を割安感のある価格にて投入し、いつ来てもお買い得、エブリデイロープライスに挑戦いたしまし

た。また当社グループ全店で利用できる自社電子マネー付きポイントカード（新ハッピーカード）を導入し、売

上・コスト・生産性の改善を図りました。併せてポイントカードを活用した販売促進や週間販売計画に連動した

売場づくりを強化し、集客の拡大に努めました。

商品面におきましては、地域市場を活用した商品を積極的に導入し、美味しさ、品質と価格の両面において競

争力の高い生鮮食料品を提供すると共に、グループ食品工場にて企画・製造した独自商品の提供を拡大し、惣菜

売場等の活性化に努めました。日配・加工商品などにつきましては、エブリデイロープライス商品を投入するな

ど積極的な販売活動を推進いたしました。

その結果、当連結会計年度における当社グループの営業収益は、1,376億51百万円(前期比1.2％増)となりまし

た。また、営業総利益につきましては、商品調達コストの見直しや在庫効率の改善等に努め、前連結会計年度に

比べ８億92百万円増加（前期比2.5％増）いたしました。

利益面につきましては、営業利益59億１百万円（前期比2.8％増）、経常利益60億46百万円（前期比3.1％増）

となりました。これは主に、営業総利益が前連結会計年度比８億92百万円の増加であったのに対して、販売費及

び一般管理費が前連結会計年度に比べ７億29百万円の増加（前期比2.4％増）にとどまったためであります。

最終利益につきましては、特別利益として固定資産売却益等１億５百万円が発生し、また特別損失として減損

損失等３億34百万円が発生したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は38億98百万円（前期比150.7％

増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　資産、負債および純資産の状況

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億80百万円増加し、486億87百万円（前期比3.1％

増）となりました。これは主に流動資産が７億21百万円増加し、固定資産が７億61百万円増加したためでありま

す。流動資産の増加の主な要因は、「現金及び預金」の増加であります。固定資産の増加の主な要因は、「建物

及び構築物」「土地」及び「建設仮勘定」等の増加であります。

当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ18億１百万円減少し、291億43百万円（前期比5.8％

減）となりました。これは主に固定負債が10億23百万円減少したためであります。固定負債の減少の主な要因は、

「社債」及び「長期借入金」等の減少であります。

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ32億82百万円増加し、195億44百万円（前期比20.2％

増）となりました。これは主に、利益剰余金が26億24百万円増加し、自己株式が７億12百万円減少したためであ

ります。利益剰余金の増加の要因は、親会社株主に帰属する当期純利益による38億98百万円の増加に対し、株主

配当による４億88百万円の減少、及びストックオプションの権利行使による７億85百万円の減少等であります。

自己株式の減少の要因は、ストックオプションの権利行使に伴う振替によるものであります。また、当連結会計

年度末における自己資本比率は40.1％(前連結会計年度末は34.3％)となっております。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における連結キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

営業活動により得た資金は、61億32百万円であり、前期比9.8％(６億67百万円)の減少となりました。これは主

に特別損失計上額の減少等によるものであります。

投資活動に使用した資金は、32億74百万円であり、前期比174.2％(20億80百万円)の増加となりました。これは

主に、新規出店等の設備投資による支出が、対前期比増加したことによるものであります。

財務活動に使用した資金は18億95百万円であり、前期比169.7％(11億92百万円)の増加となりました。これは主

に長期借入金の返済による支出が68億円あったことによるものであります。

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ９億63百万円増加し、

115億63百万円となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年２月期 2019年２月期 2020年２月期 2021年２月期 2022年２月期

自己資本比率 29.8 31.8 35.4 34.3 40.1

時価ベースの自己資本比率 30.9 42.6 35.2 41.8 47.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

3.4 3.8 3.0 2.0 2.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

61.4 62.7 64.4 97.1 88.5

　(注) １．上記指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．自己資本比率＝自己資本／総資産

３．時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額／総資産

４．キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／営業キャッシュ・フロー

５．インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー／利払い

６．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

７．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を払っているすべての負債を対象として

おります。
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（４）今後の見通し

今後のわが国経済の見通しといたしましては、新型コロナウイルスの影響による経済の先行き不透明感もあり

中期的に消費は依然として低迷することが懸念されます。また、不安定な国際政治動向や原油価格の高騰に起因

すると考えられる、様々なコストの上昇もあり、当社グループを取り巻く経営環境は予断を許さない状況であり

ます。現在、当社グループの日々の営業は、ほぼ予想通りに推移しておりますが、今後の社会・経済環境の変化

に伴う対応を続ける必要がありますので、当社グループの新しい事業年度の経営スローガンを ①商品力、②環境

配慮型食品スーパーとして成長、③コロナ対応の会社運営、④新規出店の強化、⑤経費、資産の有効活用、⑥法

令順守、⑦従業員満足度の向上、の７点に設定し、その実践を通して収益力の改善を推進してまいります。

また、出店計画といたしましては、グループ計で複数店舗の新規出店と既存店舗の改装リニューアルによる既

存店舗の競争力アップに取り組んでまいります。

今般の新型コロナウイルスの影響は当事業年度の半ば以降まで続くものと考えており、加えて、極めて不安定

な国際政治動向の影響もあり、それら以後は景気の低迷が暫く続くであろうと予想されますので、それを考慮し

て、次期の業績は、営業収益1,380億円（前期比0.3％増）、営業利益50億円（前期比15.3％減）、経常利益50億

円（前期比17.3％減）、親会社株主に帰属する当期純利益30億円（前期比23.1％減）を見込んでおります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社の事業等のリスクは、新型コロナウイルス感染拡大により、営業時間の短縮、物流機能の混乱による商品

確保の困難及び店舗の休業等があり得ることとして予想されますので、当社の経営成績、財政状態等に影響を及

ぼす可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの業務は現在日本国内に限定されており、海外での活動がないことから、当面は日本基準を採用

することとしておりますが、今後の外国人株主比率の推移及び国内他社のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）採用動

向を踏まえ、ＩＦＲＳ適用の検討をすすめております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,620 11,583

売掛金 1,242 1,213

商品及び製品 3,714 3,749

原材料及び貯蔵品 50 33

未収入金 3,085 3,305

その他 1,090 637

貸倒引当金 △14 △12

流動資産合計 19,789 20,510

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 22,203 23,254

減価償却累計額 △14,190 △14,784

建物及び構築物（純額） 8,012 8,470

工具、器具及び備品 8,235 8,261

減価償却累計額 △6,730 △6,804

工具、器具及び備品（純額） 1,504 1,457

土地 8,030 8,386

建設仮勘定 － 238

その他 28 40

減価償却累計額 △18 △25

その他（純額） 10 15

有形固定資産合計 17,558 18,567

無形固定資産

その他 1,115 1,040

無形固定資産合計 1,115 1,040

投資その他の資産

投資有価証券 1,013 986

敷金及び保証金 5,502 5,497

繰延税金資産 1,718 1,627

その他 658 610

貸倒引当金 △152 △154

投資その他の資産合計 8,740 8,567

固定資産合計 27,414 28,175

繰延資産

社債発行費 3 1

繰延資産合計 3 1

資産合計 47,207 48,687
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,610 7,590

1年内返済予定の長期借入金 5,559 5,140

1年内償還予定の社債 439 314

未払金 2,372 1,767

未払法人税等 1,339 960

賞与引当金 691 752

役員賞与引当金 160 130

ポイント引当金 62 43

その他 1,943 2,701

流動負債合計 20,179 19,400

固定負債

社債 464 150

長期借入金 6,962 6,582

役員退職慰労引当金 690 707

退職給付に係る負債 646 631

資産除去債務 244 246

長期未払金 521 300

繰延税金負債 260 226

再評価に係る繰延税金負債 43 43

その他 932 853

固定負債合計 10,766 9,742

負債合計 30,945 29,143

純資産の部

株主資本

資本金 3,318 3,318

資本剰余金 3,591 3,591

利益剰余金 11,676 14,301

自己株式 △1,162 △449

株主資本合計 17,424 20,761

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51 50

土地再評価差額金 △1,318 △1,318

退職給付に係る調整累計額 31 41

その他の包括利益累計額合計 △1,235 △1,226

新株予約権 73 9

純資産合計 16,261 19,544

負債純資産合計 47,207 48,687
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

売上高 133,326 134,775

売上原価 100,140 100,885

売上総利益 33,185 33,889

営業収入 2,687 2,876

営業総利益 35,873 36,766

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,747 1,537

ポイント引当金繰入額 62 43

消耗品費 1,200 744

貸倒引当金繰入額 － △1

給料及び手当 13,861 14,481

賞与引当金繰入額 644 690

役員賞与引当金繰入額 117 108

退職給付費用 213 238

役員退職慰労引当金繰入額 46 44

福利厚生費 2,250 2,335

減価償却費 1,463 1,498

賃借料 3,802 4,142

水道光熱費 1,863 2,149

店舗管理費 1,039 971

その他 1,821 1,880

販売費及び一般管理費合計 30,135 30,864

営業利益 5,738 5,901

営業外収益

受取利息 29 26

受取配当金 24 35

資材売却による収入 143 149

貸倒引当金戻入額 17 －

その他 28 38

営業外収益合計 241 249

営業外費用

支払利息 72 69

コミットメントフィー 23 23

その他 18 12

営業外費用合計 113 105

経常利益 5,866 6,046
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

特別利益

固定資産売却益 10 103

補助金収入 14 －

受取補償金 3 －

テナント退店違約金収入 6 2

保険差益 12 －

特別利益合計 46 105

特別損失

固定資産売却損 3 －

固定資産除却損 81 109

減損損失 2,475 142

店舗閉鎖損失 － 65

投資有価証券売却損 － 15

投資有価証券評価損 － 0

特別損失合計 2,560 334

税金等調整前当期純利益 3,352 5,818

法人税、住民税及び事業税 1,993 1,829

法人税等調整額 △195 89

法人税等合計 1,797 1,919

当期純利益 1,554 3,898

親会社株主に帰属する当期純利益 1,554 3,898
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

当期純利益 1,554 3,898

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34 △0

退職給付に係る調整額 71 9

その他の包括利益合計 106 9

包括利益 1,661 3,907

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,661 3,907
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年３月１日 至 2021年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約

権

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券評

価差額金

土地再評

価差額金

退職給付

に係る調

整累計額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 3,318 3,591 11,034 △1,920 16,024 16 △1,318 △40 △1,342 107 14,789

当期変動額

剰余金の配当 △412 △412 △412

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,554 1,554 1,554

自己株式の取得 △130 △130 △130

自己株式の処分 △500 888 388 388

自己株式処分差損の

振替
500 △500 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

34 － 71 106 △34 72

当期変動額合計 － － 642 757 1,400 34 － 71 106 △34 1,472

当期末残高 3,318 3,591 11,676 △1,162 17,424 51 △1,318 31 △1,235 73 16,261

　当連結会計年度(自 2021年３月１日 至 2022年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約

権

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券評

価差額金

土地再評

価差額金

退職給付

に係る調

整累計額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 3,318 3,591 11,676 △1,162 17,424 51 △1,318 31 △1,235 73 16,261

当期変動額

剰余金の配当 △488 △488 △488

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,898 3,898 3,898

自己株式の取得 △815 △815 △815

自己株式の処分 △785 1,528 742 742

自己株式処分差損の

振替
785 △785 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△0 － 9 9 △63 △54

当期変動額合計 － － 2,624 712 3,336 △0 － 9 9 △63 3,282

当期末残高 3,318 3,591 14,301 △449 20,761 50 △1,318 41 △1,226 9 19,544
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,352 5,818

減価償却費 1,577 1,583

減損損失 2,475 142

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 85 61

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △29

ポイント引当金の増減額（△は減少） △168 △19

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △38 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 17

受取利息及び受取配当金 △53 △61

支払利息 72 69

コミットメントフィー 23 23

店舗閉鎖損失 － 65

保険差益 △12 －

補助金収入 △14 －

受取補償金 △3 －

テナント退店違約金収入 △6 △2

有形固定資産売却損益（△は益） △6 △103

固定資産除却損 81 109

投資有価証券売却損益（△は益） － 15

投資有価証券評価損益（△は益） － 0

売上債権の増減額（△は増加） 302 28

たな卸資産の増減額（△は増加） 331 △18

仕入債務の増減額（△は減少） △723 △20

未払金の増減額（△は減少） 481 △304

未払消費税等の増減額（△は減少） 117 △45

その他の資産の増減額（△は増加） 68 565

その他の負債の増減額（△は減少） 451 521

小計 8,382 8,416

利息及び配当金の受取額 29 39

利息の支払額 △70 △69

保険金の受取額 90 －

補助金の受取額 14 －

補償金の受取額 3 －

コミットメントフィーの支払額 △3 △33

テナント退店違約金の受取額 6 0

法人税等の支払額 △1,654 △2,225

法人税等の還付額 1 3

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,800 6,132
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20 △20

定期預金の払戻による収入 20 20

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,016 △3,155

有形及び無形固定資産の売却による収入 31 236

有形固定資産の除却による支出 △33 △118

投資有価証券の取得による支出 △68 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

999 －

貸付けによる支出 △1 △2

貸付金の回収による収入 16 6

敷金及び保証金の差入による支出 △174 △264

敷金及び保証金の回収による収入 21 16

その他 31 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,194 △3,274

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70 －

社債の償還による支出 △744 △439

割賦債務の返済による支出 △113 △30

長期借入れによる収入 6,400 6,000

長期借入金の返済による支出 △5,986 △6,800

自己株式の売却による収入 354 678

自己株式の取得による支出 △130 △815

配当金の支払額 △411 △488

財務活動によるキャッシュ・フロー △702 △1,895

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,903 963

現金及び現金同等物の期首残高 5,697 10,600

現金及び現金同等物の期末残高 10,600 11,563
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、食料品及び日用雑貨品等の販売を主力としたスーパーマーケット事業を単一の報告セグメントと

しており、その他事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、その他事業には、賃貸業、卸売り

業、物流事業等が含まれております。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2020年３月１日　至 2021年２月28日)

１. 製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

２. 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３. 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

当連結会計年度(自 2021年３月１日　至 2022年２月28日)

１. 製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

２. 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３. 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年３月１日
至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

１株当たり純資産 1,490円28銭 1,717円86銭

１株当たり当期純利益 144円20銭 358円64銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

134円90銭 345円91銭

(注) １．１株当たり純資産の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

純資産の部の合計額(百万円) 16,261 19,544

純資産の部の合計額から控除する金額(百
万円)

73 9

　(うち新株予約権)(百万円) ( 73) ( 9)

普通株式に係る期末の純資産(百万円) 16,188 19,534

普通株式の発行済株式数(株) 11,648,917 11,648,917

普通株式の自己株式数(株) 786,306 277,606

１株当たり純資産の算定に用いられた
普通株式の数(株)

10,862,611 11,371,311

(注) ２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

項目
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

1,554 3,898

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,554 3,898

　期中平均株式数(株) 10,783,313 10,871,402

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

　普通株式増加数(株) 743,202 400,134

　 (うち新株予約権)(株) ( 743,202) ( 400,134)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

― ―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


